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AGRI-COCOON
農学における情報利用研究フォーラムグループ

第１回勉強会
「地球観測サミットから学内連携研究機構(EDITORIA)まで」

小池俊雄 工学系研究科社会基盤学専攻

１．自己紹介

２．「GEOSS10年実施計画」と
「地球観測の推進戦略」

３．GEOSSプロトタイプとして
のCEOP

４．地球観測連携研究機構
(EDITORIA)
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http://aqua.t.u-tokyo.ac.jp
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洪水

渇水

減災

水環境 保全

リードタイム

プロセス研究

モデル研究

チベット高原
と東部周辺域
・熱源→擾乱
・水蒸気フロー
多様な気候
・CEOP

対策技術

地域力

・現象の翻訳
・数的解法
・初期値
・境界条件
・パラメータ

同化

観測
統合化

現象の本質

洪水
・避難：3hr
・水防：6hr
・ダム操作：12-24hr
渇水：１カ月

情報

学問的一般性
＋

地域的個別性

現場主義

非日常性

日常性
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Draught in Fukuoka, 1978
Water Rationing from May 20, 1978 to March 24, 1979 6
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7
Tangula Pass, Tibet, Aug., 1991
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アンケート調査について

1. 評価構造調査
川をどのように感じ、
どう判断しているか？

2. 心理プロセス調査
川に対する知識や関心の
高さ、行動等の積極性は

？影響を与える原因は？

3. 関川流域のクイズ
関川や治水・環境に
ついてどのくらい
知っているか？

【調査内容】 【調査対象】
流域内13市町村 * 59自治会
（約3,300世帯） ＊H15.10月時点
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